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５
月
29
日
、
第
44
回
東
京
社
保
学
校
が

け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
開
催
さ
れ
、
23

地
域
17
団
体
１
０
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

社
保
学
校
は
、
岡
村
副
会
長
の
司
会
で

進
め
ら
れ
、
井
手
口
副
会
長
が
主
催
者
あ

い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

第
１
講
義
は
「
戦
争
法
施
行
と
明
文
改

憲
の
動
き
、
阻
止
の
た
た
か
い
」
と
題
し

て
小
澤
隆
一
氏
（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

教
授
）
が
、
第
２
講
義
は
「
青
少
年
の
居

場
所
づ
く
り
Ｋ
ｉ
ｉ
ｔ
ｏ
ｓ
か
ら
見
え
た

も
の
」
と
題
し
て
白
旗
眞
生
氏
（
青
少
年

の
居
場
所
・
キ
ー
ト
ス
代
表
）
、
第
３
講

義
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
医
療
問
題
」
と
題
し
て

須
田
昭
夫
氏
（
医
師
・
東
京
保
険
医
協
会

副
会
長
）
が
行
い
ま
し
た
。

小
澤
隆
一
教
授
は
、
安
保
関
連
法
に
反

対
す
る
運
動
が
示
し
た
「
憲
法
を
支
持
す

る
」
国
民
の
力
に
ふ
れ
な
が
ら
、
憲
法
を

ト
ー
タ
ル
（
平
和
主
義
の
み
な
ら
ず
民
主

主
義
、
立
憲
主
義
）
を
否
定
す
る
安
保
関

連
法
の
問
題
点
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
憲
法
９
条
の
意

義
に
ふ
れ
な
が
ら
、
安
保
関
連
法
の
施
行
・

発
動
の
先
に
展
望
さ
れ
る
明
文
改
憲
の
動

き
や
安
保
関
連
法
廃
止
・
９
条
改
憲
阻
止

で
「
憲
法
を
取
り
戻
す
」
「
立
憲
主
義
・

民
主
主
義
・
平
和
主
義
を
取
り
戻
す
」
こ

と
の
歴
史
的
・
画
期
的
意
義
に
つ
い
て
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
さ
れ
た
「
キ
ー
ト
ス
の

取
り
組
み
」
の
ビ
デ
オ
を
上
映
後
、
白
旗

眞
生
氏
は
、
キ
ー
ト
ス
で
子
ど
も
た
ち
と

丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
青
少
年
の
居

場
所
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
大
変
さ
や
や

り
が
い
に
等
に
つ
い
て
率
直
の
お
話
し
さ

れ
ま
し
た
。

須
田
昭
夫
氏
は
、
始
め
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定

に
い
た
る
ま
で
の
歴
史
的
及
び
米
国
主
導

に
な
る
経
過
に
ふ
れ
、
そ
の
後
、
日
本
の

公
的
医
療
保
険
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
医
療
の
営
利

化
へ
の
動
き
や
ア
メ
リ
カ
の
要
求
）
と
の

関
連
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

国
民
皆
保
険
制
度
が
担
保
し
て
き
た
安
全
・

安
心
の
医
療
の
終
焉
や
混
合
診
療
全
面
解

禁
に
よ
る
医
療
格
差
の
導
入
な
ど
、
医
療

に
お
け
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
関
わ
り
と
問
題

点
に
つ
い
て
詳
し
く
報
告
さ
れ
ま
し
た
。



▽

こ
の
３
つ
の
講
義
を
受
け
た
後
、

特
別
報
告
と
し
て
、
①
歯
科
保
険
医
協

会
か
ら
、
今
年
１
月
に
実
施
し
た
「
受

診
実
態
調
査
」
に
つ
い
て
の
特
徴
点
に

つ
い
て
の
資
料
の
基
づ
き
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

②
東
京
民
医
連
か
ら
は
、
全
日
本
民

医
連
が
実
施
し
た
２
０
１
５
年
「
経
済

的
事
由
に
よ
る
手
遅
れ
死
亡
事
例
」
の

概
要
及
び
東
京
の
事
例
が
資
料
に
基
づ

き
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

３
つ
の
講
義
と
２
つ
の
特
別
報
告
を

受
け
、
寺
川
事
務
局
長
が
以
下
の
行
動

提
起
を
行
い
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
を
実
現

す
る
大
運
動
と
し
て
、
①
「
社
会
保
障

は
国
の
責
任
で
す
」
署
名
に
30
万
筆
を

目
標
に
年
内
一
杯
取
り
組
む
こ
と
。
②

都
議
会
宛
て
「
子
育
て
支
援
の
た
め
、

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
拡
充
、
子
ど
も

の
保
険
料
軽
減
を
求
め
る
」
陳
情
署
名

（
９
月
議
会
で
審
議
）
に
８
月
上
旬
を

め
ど
に
取
り
組
む
。
③
引
き
続
き
、
１

万
か
所
学
習
運
動
に
取
り
組
む
。
④
相

談
活
動
を
各
地
域
で
展
開
し
よ
う
。

戦
争
法
廃
止
、
安
倍
政
権
ノ
ー
の
取

り
組
み
と
し
て
、
①
引
き
続
き
、
戦
争

法
廃
止
署
名
に
取
り
組
む
。
②
参
議
院

選
挙
で
改
憲
勢
力
を
少
数
に
追
い
込
み
、

明
文
改
憲
阻
止
、
社
会
保
障
改
悪
ス
ト
ッ

プ
の
運
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
。

舛
添
都
知
事
の
政
治
資
金
使
途
疑
惑

に
対
し
て
、
説
明
を
求
め
る
要
請
に
取

り
組
む
。
（
６
月
１
日
の
都
議
会
開
会

日
に
知
事
要
請
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ

の
後
辞
任
と
な
り
、
７
月
14
日
告
示
、

７
月
31
日
投
票
で
都
知
事
選
挙
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
）

以
上
の
行
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
提

案
し
、
参
加
者
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

な
お
、
社
保
学
校
参
加
者
に
「
熊
本
・

大
分
等
九
州
地
震
災
害
支
援
カ
ン
パ
」

を
訴
え
、
３
万
１
千
６
百
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。

全
体
で
58
通
の
感
想
文
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

（
第
１
講
義
）

▽
現
在
の
憲
法
や
戦
争
法
の
問
題
に
つ

い
て
、
と
て
も
よ
く
判
り
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
、
戦
争
法
へ
の
安
倍
政
権
の
動

き
が
と
て
も
危
な
い
の
で
、
声
を
上
げ

て
い
き
た
い
で
す
。

▽
自
民
党
改
憲
草
案
は
、
国
家
と
国
民

の
立
場
を
１
８
０
度
逆
転
さ
せ
る
内
容
。

国
家
が
あ
っ
て
国
民
が
あ
る
と
・
・
・

前
文
を
読
ん
だ
だ
け
で
明
白
、
も
っ
と

国
民
に
知
ら
せ
な
い
と
。

▽
憲
法
９
条
を
ど
ん
な
に
歪
め
て
解
釈

し
て
も
、
他
国
に
行
っ
て
ア
メ
リ
カ
と

共
に
人
を
殺
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
戦

争
法
反
対
に
向
け
て
闘
い
ま
し
ょ
う
。

（
第
２
講
義
）

▽
子
ど
も
食
堂
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
と
話
は
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、

実
際
に
運
営
さ
れ
て
い
る
方
の
お
話
し

を
き
い
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

▽
白
旗
さ
ん
の
丁
寧
に
子
ど
も
た
ち
と

か
か
わ
っ
て
い
る
姿
が
リ
ア
ル
に
伝
わ
っ

て
き
て
感
動
し
ま
し
た
。
「
貧
困
の
子

ど
も
は
隣
に
い
る
」
重
い
言
葉
で
し
た
。

▽
「
青
少
年
の
居
場
所
づ
く
り
」
地
域

で
重
要
な
問
題
で
す
。
「
高
齢
者
の
居

場
所
づ
く
り
」
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域

で
支
え
合
う
た
め
の
場
所
や
、
そ
れ
に

関
わ
る
人
の
問
題
な
ど
、
ど
う
一
歩
前

に
進
め
る
か
考
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
第
３
講
義
）

▽
米
国
医
療
の
実
態
に
改
め
て
驚
き
、

日
本
に
持
ち
込
ま
せ
て
は
な
ら
な
い
！

亡
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
締
結
は
日
本
の
主
権

を
米
国
に
売
り
渡
し
、
皆
保
険
体
制
の

崩
壊
と
な
る
。

▽
皆
保
険
制
度
、
素
晴
ら
し
い
日
本
の

保
険
制
度
を
全
力
で
守
ら
な
け
れ
ば
。

▽
米
国
主
導
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
、
百
害
あ
っ

て
一
利
な
し
の
制
度
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
確
認
で
き
ま
し
た
。

（
そ
の
他
）

▽
最
後
の
事
例
報
告
も
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

▽
日
頃
聞
く
こ
と
の
出
来
な
い
情
報
を

多
く
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た

参
加
し
た
い
。

（
希
望
テ
ー
マ
）

▽
保
育
問
題
（
保
育
士
の
低
賃
金
、
詰

め
込
み
な
ど
）

▽
若
者
の
雇
用
問
題
と
社
会
保
障
の
現

状
な
ど
。
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渋
谷
社
保
協
は
５
月
10

日
、

「
何
で
も
相
談
会
」
を
渋
谷
駅
西

口
モ
ヤ
イ
像
前
で
開
催
し
、
６
団

体
10
人
が
参
加
し
、
寄
せ
ら
れ
た

相
談
は
４
件
（
法
律
、
生
活
、
年

金
、
生
保
）
で
し
た
。

渋
谷
で
生
保
を
受
給
し
て
い
る

70
代
の
男
性
か
ら
は
、
「
四
畳
半

の
ア
パ
ー
ト
１
階
の
部
屋
を
借
り

て
い
る
が
、
湿
気
が
酷
い
」
の
で

引
っ
越
し
し
た
い
と
の
相
談
が
あ

り
、
不
動
産
屋
を
紹
介
し
物
件
を

探
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

福
井
会
長
が
相
談
を
受
け
た
、

新
宿
区
で
生
保
を
受
給
し
て
い
る

71
歳
の
男
性
か
ら
は
、
生
活
保
護

費
が
減
額
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の

怒
り
の
声
と
「
１
日
を
楽
し
く
過

ご
し
た
い
」
と
切
実
な
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

年
金
生
活
の
70
代
の
男
性
か
ら

は
、
年
金
引
き
下
げ
（
年
間
１
６

３
万
円
の
支
給
額
が
１
４
３
万
円

に
減
額
さ
れ
た
）
に
怒
り
と
疑
問

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

６
月
９
日
か
ら
始
ま
る
渋
谷
区

議
会
に
向
け
て
、
介
護
保
険
で
は
、

総
合
事
業
で
の
緩
和
さ
れ
た
サ
ー

ビ
ス
の
実
施
中
止
や
、
介
護
保
険

の
改
悪
を
す
る
な
、
介
護
報
酬
の

大
幅
引
き
上
げ
、
な
ど
を
求
め
る

請
願
や
、
所
得
税
56

条
の
廃
止

（
事
業
主
と
生
計
を
一
に
す
る
親

族
が
事
業
か
ら
の
対
価
支
払
い
を

受
け
る
場
合
に
は
、
そ
の
対
価
の

額
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
事
業
主

の
事
業
所
得
の
金
額
の
計
算
上
必

要
経
費
に
算
入
し
な
い
）
を
求
め

る
請
願
を
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
渋
谷
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

６
月
12
日
、
第
20
回
江
戸
川
社

保
協
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
度
の
活
動
報
告
後
、
今
年

度
の
重
点
課
題
と
し
て
、
「
区
独

自
の
社
会
保
障
制
度
創
設
を
求
め

る
」
「
憲
法
に
基
づ
く
権
利
と
し

て
の
社
会
保
障
の
意
識
を
区
民
に

も
定
着
さ
せ
る
」
な
ど
を
掲
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
定
例
宣
伝
の
実
施

や
年
金
、
法
律
、
健
康
、
く
ら
し

な
ど
、
包
括
的
に
網
羅
し
た
「
な

ん
で
も
相
談
会
」
の
実
施
を
中
心

に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し
て
、
運

動
を
広
げ
る
た
め
に
障
害
者
団
体

な
ど
へ
も
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

き
ま
す
。

第
２
部
は
、
山
家
悠
紀
夫
さ
ん

（
元
神
戸
大
学
大
学
院
教
授
）
を

講
師
に
、
記
念
講
演
会
を
開
催
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
失
敗
で
、
暮

ら
し
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
。
大
企
業
優
遇
で
は
、
経
済

の
発
展
も
な
く
、
労
働
者
の
生
活

の
安
定
こ
そ
が
日
本
経
済
全
体
を

活
性
化
さ
せ
る
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。

戦
争
法
や
社
会
保
障
改
悪
、
雇

用
の
非
正
規
化
な
ど
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
と
は
程
遠
い
現
実
を
、

地
域
か
ら
の
運
動
で
変
え
る
た
め

に
頑
張
り
ま
す
。

（
江
戸
川
社
保
協
よ
り
）

西
多
摩
社
保
協
は
６
月
19
日
、

第
16
回
総
会
を
開
催
し
46
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

相
川
東
京
社
保
協
事
務
局
次
長

が
来
賓
挨
拶
を
行
い
、
「
国
民
生

活
は
増
々
貧
困
化
し
て
い
る
。

『
保
育
園
に
入
れ
な
か
っ
た
の
は

私
だ
』
の
切
実
な
声
な
ど
市
民
の

声
と
運
動
で
政
治
を
変
え
る
新
た

な
流
れ
が
作
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
参

院
選
・
都
知
事
選
で
、
私
た
ち
の

要
求
を
実
現
す
る
枠
組
み
作
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
強
調
。

総
会
で
は
７
団
体
が
発
言
し
、

参
加
者
全
体
で
、
活
動
総
括
と
方

針
、
決
算
・
予
算
を
確
認
し
ま
し

た
。
最
後
に
、
新
役
員
を
選
出
す

る
と
共
に
、
事
務
局
体
制
の
強
化

を
確
認
し
総
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

（
事
務
局
次
長

宮
田

和
志
）
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６
月
１
日
、
東
京
都
議
会
第
２
回
定
例

会
の
開
会
に
合
わ
せ
て
、
都
民
蓮
・
東
京

社
保
協
・
東
京
地
評
が
共
催
す
る
開
会
日

行
動
が
取
り
組
ま
れ
、
約
２
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

舛
添
知
事
の
、
政
治
資
金
使
途
疑
惑
が

明
ら
か
に
な
っ
た
都
議
会
開
会
日
、
主
催

者
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
東
京
地
評
の
森
田

議
長
は
、
「
８
割
の
都
民
が
辞
職
を
求
め

て
い
る
。
疑
惑
の
解
明
が
重
要
だ
」
と
訴

え
ま
し
た
。

参
加
団
体
報
告
で
は
、
福
祉
保
育
労
か

ら
「
保
育
士
の
賃
金
を
看
護
師
並
み
に
引

き
上
げ
る
と
し
た
知
事
の
公
約
が
守
ら
れ

て
い
な
い
」
こ
と
を
指
摘
。
保
育
や
介
護

の
現
場
は
職
員
が
集
ま
ら
ず
、
子
ど
も
・

利
用
者
に
十
分
な
対
応
が
で
き
ず
「
都
民

の
税
金
は
都
民
の
た
め
に
使
っ
て
欲
し
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

東
京
平
和
委
員
会
の
岸
本
事
務
局
長
は
、

横
田
基
地
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
が
来
年

に
迫
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
千
葉
県
木

更
津
の
米
軍
基
地
に
オ
ス
プ
レ
イ
の
整
備

拠
点
が
作
ら
れ
、
テ
ス
ト
飛
行
も
行
わ
れ
、

民
間
航
空
機
が
羽
田
空
港
に
入
る
コ
ー
ス

の
下
に
木
更
津
基
地
が
あ
り
、
着
陸
便
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
、
東
京
中
央

市
場
労
組
か
ら
は
、
築
地
市
場
の
豊
洲
新

市
場
へ
の
移
転
凍
結
、
オ
リ
パ
ラ
都
民
の

会
か
ら
は
、
都
民
本
位
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
た
訴
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
京
社
保
協
の
寺
川
事
務
局
長
か
ら
は
、

18
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
の
実
施
は
、
都

内
62
自
治
体
の
内
４
自
治
体
、
稼
働
所
得

の
な
い
子
ど
も
の
国
保
料
は
23
区
で
１
人

４
６
２
０
０
円
に
の
ぼ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
拡
充
と
国
保
料
の

軽
減
を
訴
え
ま
し
た
。

東
京
社
保
協
は
、
開
会
日
行
動
に
先
立

ち
、
都
知
事
に
対
し
て
、
政
治
資
金
使
途

疑
惑
に
対
す
る
都
民
へ
の
説
明
責
任
を
求

め
る
要
請
と
、
医
療
・
介
護
・
高
齢
者
問

題
な
ど
の
都
民
要
求
実
現
の
要
請
を
行
い

ま
し
た


